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『神経解剖カラーテキスト』が６年

ぶりに改訂された。原著は2005年に

英国Manchester大学のCrossman

博士とNeary博士によって出版さ

れた定評のある神経解剖学テキスト

である。1995年の原著初版の序にあ

るように，90年代の英国では医学教

育論議が盛んに行われており，「必ず

しも必要でない膨大な量の知識が学

生に不当に要求されている」ことな

ども問題となっていた。そこで，「“シ

ステム”を基本に据えたコアカリ

キュラムの設定」や「基礎科学と臨

床医学の統合」という指針に沿った

医学教育改革が模索されるように

なった。このような背景のもと，改

定された基礎教育カリキュラムに

沿った新しい教科書が必要となり，

「簡明な記述」，「理解を助ける図版と

写真」，「臨床との融合」，という本書

のコンセプトが生まれたとのことで

ある。神経解剖学は臨床医としては，

臨床神経学，脳神経外科学，整形外

科学，眼科学において極めて重要な

知識体系であるし，理学・作業療法

学といったコメディカルにも必須の

学問である。ただし，多くの学生に

とって解剖学の中で理解が最も困難

な領域であることもまた事実であ

る。教育の場においては，複雑で情

報量の多い知識体系を初学者が短期

間に学習して一定の理解水準に到達

することが求められるため，上記の

コンセプトは特に重要になる。いず

れも至極当然のことではあるが，旧

来の神経解剖学教科書と比較する

と，本質を損なわない形で情報量を

そぎ落とすことや適切な模式図がい

かに理解を助けるかが実感できる。

原著は初版以来２度の改訂を経た本

書では明快な図版が増え，上記のコ

ンセプトが一層明確になった。その

一方で，例えば臨床的に重要となる

脳の循環系など，記述の不足を感じ

る個所も散見されるが，詳しくは専

門書で，ということなのかもしれな

い。

本書の序盤には，臨床診断の基本

原理，最後に症例検討問題が配置さ

れるなど，全体的な構成においても

効率的な自己学習のための工夫が凝

らされている。また，その他の項に

も学習者のモチベーションを刺激す

る臨床関連事項が適度に散りばめら

れており，所期の目標の達成に成功

したといえる。複雑化・高度化する

臨床医学分野において専門職として

要求される知識量は増加の一途をた

どっている。神経解剖学分野に限ら

ず，基礎教育に割り当てられる時間

数が圧縮される傾向は今後も続くと

思われる。医学の将来を担う教育カ

リキュラムや教材の最適化は永遠の

課題であるが，上記の指針に沿った

本書のコンセプトは普遍的な価値を

持つであろう。

訳者は初版に引き続き，京都大学

などで医学生やコメディカルの神経

解剖学教育に携わってこられた野村

博士と水野博士である。学術用語の

和訳に関しては最新の用語集に準拠

するのみならず，海外の優れた教科

書や専門書を多数翻訳された経験を

生かして正確かつ平易な表現が吟味

され，大変読みやすくなっている。

タイトルを除き，図中の解剖学用語

はすべて和訳のみ記載されている

が，欧文の解剖学用語が併記してあ

ればなおよいと思う。

本書は初学者向きに書かれたもの

であるが，専門外の臨床家や基礎系

の研究者にとっても神経解剖学や神

経症候学の基本を短時間で効率的に

レビューし，基礎知識を整理する際

に有用なテキストとなるであろう。
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